


妹

去年のクリスマスに僕と妹は同じプレゼントをサンタクロースからもらった、とてもきれいな表
紙には三年後の君へと書かれいた日記帳。僕と妹は１２月の２４日から欠かさずにその日記帳に
何かしらその日の出来事を書くことが日課になっていた。 

しばらくしたある日、食卓にあった日記帳を何気なく見てしまったがそれは妹のものだったので
閉めようとしたがある言葉がそれを躊躇させた、弟が怖い、僕たち兄妹には弟がいないので気
になって読んで行くと、妹には実際に存在しない弟がいて自分が眠っているうちに表れて勝手に
日記を書いたり、ひどい時は自分が寝ていることをいいことに勝手に学校に行って自分になり済
ましているといううことだった。 

多重人格という小説の中でしか聞いたことのない病名が僕の頭の中に浮かんだ。 

あまりの事に驚きそのことを母に打ち明けたら早速母は日記帳持ってある病院の先生に相談に行
くことになった。 

翌日その結果は、母ではなく父に告げられた。 

あなたの息子さんは解離性同一性障害、俗に言う多重人格とでも言うべきでしょうか、昨年のク
リスマスに家族旅行の際に事故で無くされた奥様とお嬢様そして奥様のおなかの中のお子様、す
べての人格が息子さんの中で生きておられるようです。 



小鳥

小学生のころ男の子たちとよく山に行って野鳥を捕まえた、本当はいけないことだと知ったのは
、ずっと後の事でその時はただ男の子について小鳥を追いかけていた、そのうちに一人の男の子
が食べたらおいしいよと言って羽をむしって焼いた小鳥を私に差し出した。 

不思議とかわいそうだとは思わずに小さな骨を残して私はそれを平らげた。 

そんなことも忘れかけていた中学のころ突然木の実や小さな虫を食べてみたい衝動に駆られて、
一人山に入っては木の実や小さな虫を食べるのが日課になっていた。 

今日も森の一番高い木に登って木の実を食べていると一匹のカナブンが目の前を横切った、あっ
ごちそう、私は羽を広げて枝を蹴った瞬間思いだした、私の体は小鳥ではなかったんだ、昔少女
に食べられたこと、その時からその少女に憑依していたこと、そしてこの人間は私のように飛べ
ないこと。 

カナブンが一瞬たじろいで空に飛んで行った。



拡張現実

目覚めた病室のベッドで少しずつ記憶を取り戻していた僕は目の前を飛ぶ虫のようなものが気
になってしょうが無かった。 

もう包帯をとっても大丈夫ですけれど、以前とはずいぶん見え方が違っていると思いますよ。 

医師の言葉通り目を開けた僕の見たもの、いや見えている世界は理解を超えた映像が広がって
いた。 

ふと僕の腕につながっている点滴を見上げると。 

1.ブドウ糖、電解質、アミノ酸に加えてビタミンB1を一剤化した末梢静脈用の点滴注射薬です。 

といった解説が現れ、医師に目をやると、 
東邦大学病院外科医飯島哲、と解説がついた。 

驚くのも無理はない、と教授は僕に微笑みながら説明を始めた。 

実は君の手術には莫大な金額の手術料がかかったのだけれど、あなたのお父様がスポンサーを集
めてこられて無事手術は行われたんだ。 

今君の見える世界の中で、今回スポンサーになっていただいた企業や団体が映し出された場合解
説文やコマーシャルが見えるという契約を結んでいることを了承してほしいんだ。 

そう言ってざっと200社ほどの名簿を僕に手渡した、その瞬間、ニコニコ動画の弾幕のような文字
列で僕の視界は覆われ再び僕は気を失った。



鬼ごっこ

小学生のころよく裏山で鬼ごっこをした、ほとんどが同じ小学校の子どもだったが、中には違う
学校の子もいて、名前も家も知らない子も鬼ごっこに入ってきた。 

僕たちの裏山は大人たちがいらなくなったものを勝手に捨てに来る場所で一度テレビの人が取材
に来ていたぐらいたくさんの車や椅子や冷蔵庫や扇風機やらが捨てられていた、そこが僕たち
にとって最高の鬼ごっこの場所だった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある日学校で別の小学校
に通う２年生の男の子が行方不明になていると先生から聞いて僕たちは顔を見合わせて声を詰ま
らせた、あの子かも、 

家に帰ってお父さんに話したらお父さんは顔を真っ赤にして家を飛び出してしばらく帰ってこ
なかったけれど夜遅くになって男の子を肩に担いで戻ってきた。 

よかったねお父さんまだ生きているの、いや死んでしまったがまだ腐ってはいない、大丈夫まだ
食べられるよ、父さんの顔に笑顔が戻った。 

真っ赤になったお父さんの顔はますます赤くなっていて、薄くなった髪の毛を押しのけるように
二本の角が生えていた。



穴

自販機の前まで来てポケットの中に入れたはずのコインがないことに気付いた、確かに入れた記
憶があったので相当探したが、あったのはポケットの底に空いた小さな穴だった。 

あきらめて戻った家の下駄箱の上には持って出たはずのコインが残っている、畜生ぼけてやがる
と男は再びコインをポケットに入れて玄関を出たところで穴の存在を思い出した、やばい穴が開
いていたんだとポケットを探るとすでにコインはなくなっていた。 

玄関先を探したがどこにも見当たらないもしやと思い下駄箱の上を見るとうっすらとしたコイン
の輪郭が現れ今まさに実像となる瞬間だった。 

理屈はわからなかったが男は夢中になり、ポッケットから消えた物が出現する場所を思い通りの
場所に出現させることに成功した、何度も繰り返し確信を持って彼はポケットの部分を切り取っ
て部屋のカーテンにガムテープで張り付け、その穴を上下に切り裂いて自分が入れるほどの大き
さに広げてその中に入って行った。 
はっはっは 
突然母の甲高い笑い声が聞こえてきた、やっと来てくれたね、お前に殺されてからいろいろあっ
てね、この閻魔さんに頼んでポケットの中に仕掛けを作ってもらったのさ、お前が改心でもして
天国にでも行っちまったらもう会えないもんね。 

ついかっとなって母さんを殺してしまって、ずっと一人の逃亡生活にも疲れてあの穴に入り、墓
参りでもして謝ろうと念じていたのがこんなところまできてしまうなんて、ごめんよ母さんごめ
んよ。 

ところでなんで俺に殺された母さんが地獄に居るんだ。 

母は少しばつの悪そうな顔で、まあ父さんの事でいろいろあってね。 

その横で閻魔が物知り顔でうんうんとうなずいていた。



身近な物体X

どうしてこんなものが回収ボックスの中に入っているのかね？所長は気を失いそうになりながら
も職員に尋ねた。　　 

職員はある仮説を立てながら所長に説明を始めた。 

つまりITOKAWAと入力するべき位置情報を糸川と漢字変換させてしまって入力してしまった結果
、千葉県　君津市　糸川において本物質の採取に至ったのではと考えられます。 

職員の手には木更津カントリーのロゴが刻まれたゴルフボールが握られていた 

ジャクサ所長はその場でファーと叫んで気を失った。



父の勘違い

ぼくが中学に入学した記念に父さんが彫ってくれた刺青は、腰から首までまっすぐに伸びた剣に
心臓や腸が突き刺さっている絵だった。 

林間学校のお風呂の時間に教師に見つかって、担任と校長はあわてて翌日家庭訪問で父と話して
いたが、続きは校長先生の自宅でゆっくりとお話ししましょうかと父がいうと校長は何も言わず
に帰っていった。 

おい、続き彫ってやるよと言って、父は僕の背中にジジジと電気針の 
鈍い痛みを与えながら背中の剣に新たな獲物を突き刺していた。 

僕は部屋に戻って一人、鏡に映った背中を見てがく然とした。 

剣の最後に突き刺さっていたのは輪切りになった玉ねぎだった。 

父はグロテスクな絵柄が先生に受け入れられなかったのだと勘違いして急遽バーベキューに変更
したのだった。 

違うって、父さん。



幻覚

ある日一匹の小さなクマのぬいぐるみが僕の部屋の中に現れた。あまりの事に誰にも相談できず
に数週間が過ぎたころ、僕の部屋は小さなクマのぬいぐるみが数えきれない数になり,それぞれが
勝手に動き始めていた。 

さらに増え続ける奴らはやがて家のあちらこちらで勝手に生活を始め出した、恐る恐る同居して
いる母に、最近なにか変ったことが無いかと聞いてみたが特に何もないというう返事だった。
 
明日一度診てもらおうつかれているんだ。 

そんな話を行きつけのバーで話していると、私にも見えるかなクマちゃん、最近親しくしている
このバーで知り合ったS子が一度家に招待してほしいということになった。 

数日後さらに増え続けているクマのぬいぐるみであふれた我が家にS子が訪ねてきた、 

S子が玄関のドアを開けた瞬間彼女は気を失ってしまった。 

気を失って倒れているS子をみて、ごめんね驚かせて、母はにやりと笑っていた。 

母の後ろからは無数のクマではなく、クモが倒れた彼女に向って這って行った 。



強運

また当たったよ、彼女が観たかったアイスショーのチケットが当たったらしい。

 

確かに彼女は運がいいのかよく懸賞やくじに当たる事が多い、それに彼女と結婚してからは僕の
仕事もうまくいくようになってきた気がするけれど、それは彼女が図に乗ってはいけないので内
緒にしている。

 

ある日彼女が急に人間ドックに行って検査をしてみたらと勧めるので不安になり受診してみると
、初期の食道がんが発見された、幸い初期だったので簡単なカテーテル手術で完治する可能性が
高いことを医者から聞かされて、改めて彼女の強運に感謝した.

 

退院をまじかに控えたある日、点滴の処方が間違っていたため、僕はあっけなく死んでしまった
。

 

それから３ヶ月後、妻の通帳には莫大な損害賠償金と保険金が振り込まれていた。



臭い

母さん、このタオルまた変なにおいがするよ、タオルの臭いが手に移って僕の手まで変なにおい
がするようになったよ。

 

バカだねえ、お前の臭いがタオルに移ってるんだよ、だってお前は死んでしまっているんだから
。

 

去年死んだ母さんが教えてくれた。



映画

もともと暴力とは無縁でどちらかといえば嫌っていたが、何をしてもうまくいかない現状にむし
ゃむしゃしていたところに、人気監督の暴力映画の封切りを知り早速見ることにした。 

悪の世界に生きる男たちは考えよりも行動が先に出るタイプが多く、いろんなことで悩んでいる
自分にとってはつかの間の開放感を与えられた貴重な時間だった。 

映画館を出ると突然見知らぬ強面の男に呼び止められた僕は、映画の影響か変に度胸がついてい
て即座になんですかとあいての目をにらんだ。 

すると男は拍子抜けするくらいの甲高い声であなたの願いをかなえてあげましょうと言ってきた
、新興宗教の類かと思い映画の中のセリフさながらにこういった、やれるもんならやってみろ。 

その瞬間見知らぬ応接室、いやさっき見た映画の中で出てきた、敵対する組長の前で僕は拳銃を
構えて叫んでいた、やれるもんならやってみろ。



運命

壁に貼ってある大理石の模様を見ていたら、うねうねと模様が動き出して一人の男の姿にな
った。 

昨日観た深夜映画に出てきた妖精に似ていたが、こちらは男だったのであまり興味を持てなか
った、しかしせっかくなので何者なのかを訪ねたら、男は、やはり妖精で、人間の身に起こる急
激な変化を、前もって知らせるボランティアをしているらしい。 

彼に言わせると、僕はある日巨万の富を得るらしいのだが、とりたてて才能のない僕は宝くじぐ
らいしかその可能性がないので、なけなしの金で宝くじを買うことにした。 

だがその途中車にはねれた、気がつけば病院の一室、医師に声をかけられて目が覚めた。 

あなたのけがは大したた事はないのですが、調べさせていただいた血液がとても特殊な型である
ことが判明しました、それが某国の王子の血液型と一致しておりまして、こういった事態に恐縮
なのですが即座にその王子のもとに行っていただければ、政府としても非常にありがたいと考え
ております。 

声をかけていたのは医者ではなくK首相だった。 

その夜、妖精は現れて、某国の王子がお忍びの旅行中に事故にあわれて、緊急に輸血が必要な
こと、その国には王子と同じ血液型の人がいないという事、現在わかっているのは俺が唯一王子
と同じ血液型の人間であるということ等、妖精は詳しく事の成り行きを説明してくれたので、俺
は首相にOKの返事を送った 

翌日王子の国へ行くと、突然国王からこの国をそなたに任せると言われた、きょとんとしている
と妖精は成り行きに任せろと言ってきたので国王にうなずくと、すんなり俺はその国の王とな
った。 

ただ、仕事は王子の為の、週一度の献血以外にはないのだが。



アイソーポス

叔父は錬金術師だったころ僕たち兄弟に時計をプレゼントしてくれた、それは世界の時間のもと
になっているもので時計を止めると世界中が静止した状態に、巻き戻せば過去に戻ることがで
きた。 

兄はこの時計で悪の限りを尽くし世界を手に入れようとしたがある日つまらないことで死んで
しまった。 

僕は大好きな兄が皆に嫌われないように時計を使って世の中の悪を正すことに全力を使って働い
たがやがて病に倒れ死んでしまった。 

やがて兄はキリギリスに生まれ変わり、僕はありに生まれ変わった。 

それを知った叔父は悲しみのあまり錬金術をやめ語り部となった。 

叔父の名はアイソーボス、みなは彼をイソップと呼ぶ。



隣人

四十を超えた頃から白髪頭が気になるようになっって今までの茶髪から白髪染めを使うようにな
った。 

そろそろ根元が気になってきたので深夜に髪を染め始めた、手慣れた手順で目をつむっていても
出来る作業なので、暗がりのシャワールームで髪を染めていた。 

ふと指先に他人の指に触れた感触があったが薬剤が目に入るので目は明けられなかった、気のせ
いだと言い聞かせたが明らかに自分とは別の手がはっきりと感じられた。 

思い切って振り返り目を開けたが浴室のドアノブが黒く汚れていただけで人の気配は消えて
いた。 

翌日浴室から続く黒い手形をたどってゆくとそれは隣の家の玄関のノブまで続いていた。



指輪

またこんなに売れ残っちゃったな、アクセやめようかな。 

どうしたの、暗い顔して、悩んでる？ 

常連客のキョンがにやりと笑いながら売れ残ったリングを薬指にはめながら俺に問いかける、 

あっよかったらそれキョンにあげるよ、売れ残った奴だけど。 

何年か前にそんな会話をした記憶をかすかに思い出しながら、俺の意識は薄れていった。 

いつまで待たせるつもり？突然店にやってきたキョンが俺にしがみついてきた、俺のわき腹が急
に熱くなって、恐る恐るうつむいたら案の定血がいっぱい出てて、いろんなこといっぱい思いだ
そうとしてあのリングの事思い出していた。 

うそつき、もう一度俺に向かってきたキョンの手にはナイフ、薬指には、あの日の売れ残った指
輪が光っていた。 

そうだ、キョンは左利きだったんだと今更どうでもいいことを思い出していた。



潮時

何がママだよ、俺より年下のくせしやがって、 

相当飲んでいた俺はその前後の事はよく覚えていないが、気がつけば表通りに出てタクシーに乗
り込んでいた。 

断片的な記憶の中、急に不安になっているところに、救急車とパトカーのサイレンがすれ違って
ゆきますます不安になってきた、そのときタクシーのラジオから決定的なニュースが聞こえて
きた。 

先ほど中央区のスナックで女性経営者二宮はるさん９６歳が客に突き飛ばされ飲食代１２８０円
を支払わずに逃走されました、男はタクシーで逃走したとの情報が寄せられています。 

もう帰ろうか、タクシーの運転手、いや太陽系保安副部長代理に促され、そうですねと俺はうな
だれた、 

この太陽系の時間秩序と惑星間の秩序を守るべく、かれこれ２００年地球に赴任してきたが、今
回のようなトラブルが特に多い俺は本日その任務を解かれることとなった。



同居人

最近、何人かの仲間と同居することになった、いきさつははっきりと覚えてはいないが、一人、
また一人と同居人が増えている。 

初めに住み着いたのは初老の男で、朝洗面所でよく向かいの洗面台で顔を洗いながら泣いている
のを見かけた、話しかけることはなかったが俺の事が気になるのかこ俺の事をよく睨んでいた。 

そして今日、メモを頼りに近くの駅に誰かを迎えに来たのだがまた同居人だろうか、紺色の制服
に赤い毛糸のマフラー、メモと同じ格好をした女学生がこちらに近付いて微笑んだ。 

お待たせ、彼女は親しげに声をかけて来て、結局私の家までついてきてしまった。 
　 
ただいま。彼女は最近この家にきた世話好きな奥さんにも親しげに挨拶をして勝手に２階へ行っ
たままその日は降りてこなかった。 

次の朝、いつも通り顔を洗っているといつもの初老の男がこちらを見て泣いていた、そこへ昨日
の少女が現れその男の肩をさすってもう泣かなくてもいいよと言っている、しかも驚いたことに
その少女はこちらにも居て同じしぐさで同じことを言っている、その時初めて俺も泣いている事
に気付いた。 

さっきまで居間にいた親切な奥さんまであわててやってきて、いいんですよ、あわてなくて、少
しずつ思い出せばいいんですからと俺の背中をさすった。



診断

あのー、健斗クンの事でお母さんに少しお話があるのですがちょっとよろしいでしょうか。 

健斗を迎えに来た保育園で園長先生に話を聞くことになった。 

多動症、アスぺルガー症候群、癲癇、それらの単語だけが私の頭に残っったまま健斗を連れて帰
ってその日の夕食はピザをとることにした。 

その夜調べられるだけのすべての資料を全てレポートにまとめ、翌日いかに保育園の健斗に対す
る診断が浅はかな素人診断であるかを先生たちに聞いてもらった。 

その帰りに図書館によってありとあらゆる学術書を読み、健斗のように誤解されている子どもの
ために何とかNPO法人を立ち上げる事は出来ないものか考えているうちに手足がしびれてきて気
を失ってしまった。 

病室のベッドで目覚めた私に医師は、私の病状を簡単に説明してくれた、多動症、アスぺルガー
症候群、癲癇、それらの単語だけが私の頭の中に残ったまま私はまた気を失ってしまった。



実話

こんにちわーしょうじしょうたでーす。 

僕は小さい頃から七つの海を飛び回ってましたよ、今でいうグローバルな知識を身につけるっち
ゅうんですか、 

何言うてんねん、お前生まれて初めてパスポート取ったてこないだ言うてたやないか。 

いやいや、僕の言うてる海は血の海ですわ、子供のころ兄弟やお母さんも居てましてんけど、お
やじが皆殺してしまいましてん。 

まあ、そんな血の海を渡り歩いて来たちゅうことですわ。 

んなあほな、帰らしてもらうわ。 

いやいや、これ、実話ですねん、ほなさいなら〜。


